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	応用
	抗原情報
	背景
	おそらく輸送体。ヌクレオチド結合フォールドは、ATPase活性を持つATP結合サブユニットとして機能する。ATP結合カセット（ABC）ファミリーのATP依存性輸送体は、極長鎖脂肪酸（VLCFA）-CoAを細胞質からペルオキシソーム腔へ輸送する役割を担う（PubMed:11248239, PubMed:15682271, PubMed:16946495, PubMed:18757502, PubMed:21145416, PubMed:23671276, PubMed:29397936, PubMed:33500543）。 ATP依存性トランスポーター活性に加え、脂肪酸アシルCoAチオエステラーゼ活性（ACOT）も有し、VLCFA-CoAをVLCFAに加水分解してからATP依存性ペルオキシソームに輸送します。ACOT活性はこの輸送プロセスにおいて不可欠です（PubMed:33500543、PubMed:29397936）。したがって、VLCFAとエネルギー代謝の調節、具体的にはβ酸化による脂肪酸の分解と生合成、ミトコンドリア機能、ミクロソーム脂肪酸伸長において役割を果たします（PubMed:23671276、PubMed:21145416）。ミクロソーム脂肪酸伸長活性を負に制御することで活性ミエリン形成期を制御するなど、いくつかのプロセスに関与しており、軸索とミエリンの維持にも役割を果たしている可能性があります。ミトコンドリアの酸化的リン酸化や脱分極といったミトコンドリア機能を制御することで、酸化ストレスに対する細胞応答も制御します。そして最後に、VLCFAのペルオキシソームβ酸化を正に制御することで炎症反応を制御します（類似性による）。
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	HepG2 細胞溶解物中の ABCD1 / ALD のウェスタン ブロット分析。

